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　「
多
摩
川
格
差
」「
荒
川
格
差
」「
江
戸

川
格
差
」
―
。
都
県
境
の
河
川
を
渡
る
だ

け
で
、
な
ぜ
こ
う
も
違
う
の
か
。
保
育
料

無
償
化
、
高
校
授
業
料
無
償
化
、
挙
げ
句

の
果
て
に
は
水
道
料
金
の
無
償
化
。
子
育

て
世
帯
に
と
っ
て
は
年
収
換
算
で
数
百
万

円
単
位
の
格
差
に
相
当
す
る
、
と
の
声
す

ら
聞
か
れ
る
。

　
地
方
税
の
と
り
わ
け
〝
法
人
二
税
〟（
法

人
事
業
税
、
法
人
住
民
税
）
の
税
収
は
近

年
〝
東
京
都
独
り
勝
ち
状
態
〟
が
鮮
明
で
、

偏
在
是
正
が
年
末
の
税
制
改
正
の
大
き
な

焦
点
に
な
り
そ
う
だ
。

　
地
方
交
付
税
制
度
上
、
ご
く
単
純
化
す

れ
ば
、自
前
の
地
方
税
収
が
標
準
的
な「
基

準
財
政
需
要
額
」
を
上
回
る
自
治
体
は
、

無
論
国
か
ら
地
方
交
付
税
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
は
な
い
が
、
上
振
れ
分
は
ま
る
ま

る
独
自
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使
え
る
。
東

京
都
の
そ
の
上
振
れ
分
は
本
年
度
4
・
1

兆
円
で
、
国
が
設
定
す
る
都
の
同
需
要
額

4
・
2
兆
円
に
匹
敵
す
る
。
こ
れ
が
、
東

京
都
が
〝
標
準
〟
の
約
2
倍
相
当
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
ら
く
り
だ
。

そ
の
背
景
に
は
国
全
体
と
し
て
の
非
製
造

業
の
ウ
エ
ー
ト
増
大
や
、
ネ
ッ
ト
取
引
の

拡
大
等
が
あ
り
、
今
後
も
そ
の
傾
向
は
さ

ら
に
強
ま
る
だ
ろ
う
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
無
償
化
の
よ
う
に
、

か
つ
て
東
京
都
下
の
自
治
体
が
相
次
ぎ
導

入
し
、
全
国
の
自
治
体
が
追
随
し
た
も
の

の
財
政
的
な
余
裕
は
な
く
、
結
局
国
が
限

定
的
な
が
ら
支
援
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
政
策
も
あ
る
。こ
の
問
題
の
本
質
は「
子

ど
も
が
お
金
持
ち
の
友
達
に
見
せ
び
ら
か

さ
れ
た
も
の
を
欲
し
く
な
る
」
の
と
同
じ

だ
。
保
育
料
も
高
校
の
授
業
料
も
水
道
料

金
も
、
で
き
る
も
の
な
ら
誰
だ
っ
て
無
料

に
し
て
も
ら
い
た
い
。
地
方
税
収
の
偏
在

状
態
を
、
部
分
的
な
小
手
先
の
対
応
に
と

ど
め
て
事
実
上
放
置
し
て
き
た
ツ
ケ
で
、

国
民
の
間
で
〝
負
担
な
き
財
政
拡
張
〟
妄

想
が
増
幅
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
思
い
切
っ
て
法
人
事
業
税
と
法

人
住
民
税
を
整
理
し
直
し
、
企
業
に
は
法

人
住
民
税
で
応
益
負
担
を
果
た
し
て
も
ら

い
、
法
人
事
業
税
は
全
面
的
に
国
税
化
し

て
地
方
交
付
税
の
財
源
に
充
当
し
て
は
ど

う
か
。
諸
前
提
に
も
よ
る
が
、
そ
う
す
れ

ば
東
京
都
も
地
方
交
付
税
の
交
付
団
体
か

そ
れ
に
近
い
状
態
に
な
り
、
ぜ
い
た
く
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
大
盤
振
る
舞
い
で
き
な

く
な
る
。
他
の
道
府
県
も
財
源
不
足
幅
は

拡
大
す
る
が
、
旧
法
人
事
業
税
を
充
当
す

る
地
方
交
付
税
で
補
っ
て
も
ら
え
れ
ば
損

得
な
し
だ
。
企
業
側
の
負
担
増
も
な
い
。

　
財
政
支
出
に
〝
打
ち
出
の
小
づ
ち
〟
は

あ
り
得
な
い
。
国
全
体
に
そ
の
錯
覚
を
生

じ
さ
せ
な
い
た
め
、
地
方
税
の
偏
在
是
正

に
向
け
抜
本
的
な
税
制
改
革
が
望
ま
れ
る
。

地方税の偏在が増幅する〝負担なき財政拡張〟妄想
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